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中期経営計画と3つのビジネスの重点戦略
当金庫では、目指す姿である「農林水産業と食と地域のくらしを支えるリーディングバンク」の実現に向けて、中期経営計画（2019～23年度）のもと、事業・組織運営を進めています。
中期経営計画では、「これからの10年、これまでとは異なる非連続な変化が起こる」ことを前提に、お客さまの期待に応え、価値創造を実現していくための、当金庫自身の変革を目指しています。

「食農ビジネス」「リテールビジネス」「投資ビジネス」の3つのビジネス領域および、それらを支えるコーポレート機能においては、
事業基盤の前提となる環境・社会を持続可能とすべく、それぞれの領域において、事業活動を通じてサステナブル経営への貢献を目指していきます。

中期経営計画とサステナブル経営

　食農ビジネス

　
　私たちの目指す姿
　農林水産業と食と
　地域のくらしを支える
　リーディングバンク

　リテールビジネス

　投資ビジネス

　食農バリューチェーンの架け橋

　貸出の強化・
　   　ライフプランサポートの実践

　景気変動耐性の強化

　アジアの食農リーディングバンク

　組合員・利用者接点の再構築

　基礎収益力の向上
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中期経営計画

中期経営計画（2019〜23年度）

変化を追い風に、
新たな価値創造へ挑戦

農林水産業者の協同組織を基盤とする
全国金融機関として、
農林水産業に携わるみなさまを支援

非連続な変化の時代へ

お客さま起点でのビジネスの真価を発揮

変化の時代における農林水産業を牽引

デジタルイノベーションを積極展開

未来志向の業務革新を実現

持続可能な財務基盤を構築
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